
◎は新規事業、○は拡充事業、

事業費が斜体のものは再掲

単位：千円

20年度 19年度 増　減

暮らしの安全を守る

＜身近な安全の確保＞

交通安全対策の推進 [市民・こども局] 87,448 89,845 △ 2,397

路上喫煙防止対策の推進 [市民・こども局] 31,706 45,128 △ 13,422

地域の防犯対策の推進 [市民・こども局] 401,609 381,554 20,055

○ 防犯灯設置費の補助

・ 防犯灯維持管理費の補助
・ 地域防犯活動の支援
◎防犯診断の実施

消費者の自立の支援 [経済労働局] 67,082 60,382 6,700

   消費者相談や情報提供、啓発活動を実施する。
○ 消費生活相談事業

[建設局] 53,880 34,864 19,016

バリアフリー計画策定事業 [まちづくり局] 10,000 10,000 -               

民営鉄道駅舎エレベーター等設置事業 [まちづくり局] 116,662 300,925 △ 184,263

   中原・高津・多摩区役所での予約出張相談を実施し、相談者
の利便性の向上を図る。

バリアフリー重点整備地区における
　　　　　　　　　　　　交通安全施設整備の推進

 　交通事故の無い安全な地域社会の実現をめざし、各種交通安
全対策を推進する。

 　歩行者の安全確保をめざし、路上喫煙防止対策を推進する。

   設置者である町内会・自治会等の負担軽減を図るため、設置
補助金を拡充する。

事　業　名　（概　要）

＜　安　全　で　快　適　に　暮　ら　す　ま　ち　づ　く　り　＞

　市民の日々の生活は、個人の生命や財産などの安全が保障されることを基礎として成り立っていま
す。近年こうした安全が脅かされるような出来事が増加していることから、市民の身近な暮らしの安全を
確保するとともに、防災体制を強化し、災害に強いまちづくりを推進します。
　また、都市の成熟化や少子高齢化によって、市民の価値観や地域を取り巻く環境に変化が生じてお
り、より快適で暮らしやすい地域環境の創造をめざし、市民協働による地域課題の解決や、日常生活
での利便性向上に向けた取組みにより、市民がいつまでも地域に住み続けたいと思えるような環境づく
りを進めていきます。

　地域防犯意識の向上を図るため、防犯診断員による家庭等
の防犯診断を実施する。

３　平 成 ２０ 年 度 予 算 の 主 な 事 業
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単位：千円

20年度 19年度 増　減事　業　名　（概　要）

民営ノンステップバス導入促進事業 [まちづくり局] 13,244 16,181 △ 2,937

小学校児童安全対策事業 [教育委員会] 5,132 5,251 △ 119

児童生徒安全情報配信事業 [教育委員会] 8,190 8,190         -               

○学校安全対策推進事業 [教育委員会] 23,528 14,415        9,113

○ [交通局] 996,933 872,867 124,066

＜救急体制の強化＞

救急医療体制づくりの推進 [健康福祉局] 761,290 768,433 △ 7,143

・ 救急医療対策事業
休日急患診療所等運営事業　など

・ 小児救急医療対策事業
総合周産期医療事業

○新生児集中治療室補助

・ 災害時医療救護対策事業
◎川崎ＤＭＡＴ編成事業

救急需要対策と高度な救急体制の整備 [消防局] 146,094 171,999 △ 25,905

・ 救急救命士の養成

・ メディカルコントロール活動の推進

・ 高規格救急自動車の更新
◎ コールセンター事務委託の推進

＜良好な生活衛生環境の確保＞

予防接種事業の推進 [健康福祉局] 1,347,081 1,181,162 165,919

 　伝染の恐れがある疾病の発生及びまん延の予防を図る。
◎麻しん風しん予防接種事業（中１・高３対象）　など

新型インフルエンザ対策の推進 [健康福祉局] 16,073 11,749 4,324
　 新型インフルエンザの発生に対応するため、川崎市新型インフ
ルエンザ対策行動計画の着実な推進を図る。

   川崎ＤＭＡＴ(=Disaster Medical Assistance Team :災害医
療派遣チーム） による医療救護活動を中心とした新たな災
害時医療体制を整備する。

   救急車の適正利用を促進するため、救急医療情報センター
に、タクシー・民間救急車の紹介業務の委託を行う。

   救命率向上のため、全救急隊に常時救命士が乗車できる体
制を整備する。　　　養成人数　９人

   高度救命処置範囲拡大（気管挿管・薬剤投与）に対応した救
急隊員の研修、教育等を実施し、救命率の向上を図る。

   総合周産期医療整備検討会において、周産期医療体制
の確立をめざした検討を行う。

　 新生児集中治療室（ＮＩＣＵ）の運営に対し補助金を交付
し、救命医療体制の確保を図る。

ノンステップバスの市バスへの導入

（自動車運送事業会計）
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単位：千円

20年度 19年度 増　減事　業　名　（概　要）

霊園の整備 [環境局] 1,334,742 1,455,775 △ 121,033

災害や危機に備える

＜危機事象への的確な対応＞

総合的危機管理体制の整備 [総務局] 13,065 28,717 △ 15,652

[健康福祉局] 23,699 18,077 5,622

港の保安対策 [港湾局] 322,292 354,064 △ 31,772

生物化学テロへの備え [消防局] 672 672 -                

　生物化学テロ対策用品を整備する。

＜防災対策の推進＞

災害時情報体制の整備 [総務局] 546,420 390,386 156,034

◎ 総合防災情報システム整備事業

・ 防災行政無線設備整備事業

地域防災力の向上 [総務局] 187,142 154,108 33,034

○ 災害予防対策事業

・ 総合防災訓練事業
○防災拠点整備事業

・ 区防災対策推進事業

等々力緑地の整備 [環境局] 169,292 125,270 44,022

耐震対策等橋りょう整備事業 [建設局] 1,320,200 1,246,000 74,200

総合的な耐震対策の推進 [まちづくり局] 1,297,608 747,580 550,028

○消防署所の適正配置 [消防局] 73,176 -               73,176

　 発災時の罹災者に対する支援活動を円滑かつ迅速に実施
するため、備蓄物資の充実や分散備蓄を図る。

　 国民保護に関する講演等による市民啓発の推進と、研修・訓練
により、市・関係機関の危機管理能力の向上を図る。

   想定地震に対する本市域の建物や人的な被害について調
査を実施することにより、減災に向けた取組みを推進する。ま
た、「ぼうさい出前講座」をはじめとした啓発活動を通じて、防災
意識の高揚や防災知識の普及を図る。

災害時における緊急対応

　 防災行政無線の役割を見直し、総合防災情報システムとの
一体的な整備を行う。

　 様々な情報手段を活用した総合防災情報システムを構築
し、災害対応力の向上を図る。
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単位：千円

20年度 19年度 増　減事　業　名　（概　要）

消防署所等の整備 [消防局] 468,058 1,161,904 △ 693,846

消防活動体制の整備 [消防局] 151,854 141,270 10,584

義務教育施設防災関連対策の推進 [教育委員会] 530,539 433,380 97,159

＜消防力の強化＞

○消防署所の適正配置 [消防局] 73,176 -                73,176

消防署所等の整備 [消防局] 468,058 1,161,904 △ 693,846

・ 幸消防署改築事業

◎ 臨港消防署改築事業

消防活動体制の整備 [消防局] 151,854 141,270 10,584

・
◎ 携帯・IP電話発信者位置情報システム導入事業

◎ 消防・救急無線デジタル化事業

◎ 聴覚・言語障害者等緊急通報システム導入事業

○

＜治水・雨水対策の推進＞

河川の整備 [建設局] 238,106 265,279 △ 27,173

・ 平瀬川支川の改修
・ 五反田川放水路の整備

◎麻生川整備事業の推進 [建設局] 28,080 -                28,080

河川維持補修の推進 [建設局] 278,208 258,278 19,930

○ 河川大規模補修事業
五反田川河床補修　　など

　 消防業務の円滑かつ迅速な運用を行うため、消防通信の基
盤である消防・救急無線のデジタル化を行う。

署活動用400ＭＨｚ無線機の更新　104台

消防団車両整備事業
　 小型動力ポンプ付積載車１台増強、５台更新

　 消防力の整備計画に基づき、宮内・玉川出張所を廃止した両敷
地内に防災資器材倉庫等を整備する。

　 通常の119番通報が困難な方が、携帯電話のウェブ機能によ
り緊急通報できるシステムを導入する。

　 携帯・ＩＰ電話からの119番通報に対する発信者の位置表示
を行い、出場指令時間の短縮を図るためのシステムを導入す
る。

   庁舎の改築に向け、基本・実施設計等を行う。

   庁舎改築工事着工　21年10月完成予定

　 麻生川において、多様な生物が生息できるような環境を整備す
る。

　 適切かつ効率的な河川維持補修を行う。

- 18 -



単位：千円

20年度 19年度 増　減事　業　名　（概　要）

[建設局] 335,000 38,000 297,000

身近な住環境を整える

＜良好な都市景観形成の推進＞

緑の景観づくり推進事業 [環境局] 30,158 40,100 △ 9,942

良好な街なみづくりの推進 [まちづくり局] 7,007 10,944 △ 3,937

・ 都市景観形成推進事業

多摩川景観形成推進事業 [まちづくり局] 1,300 2,730 △ 1,430

◎川崎の北の玄関口周辺再構築事業 [宮前区] 1,600 -                1,600

＜暮らしやすい住宅・住環境の整備＞

優良建築物等整備事業 [まちづくり局] 874,485 565,725 308,760

・ 優良建築物等整備事業
５地区

・ 民間建築物吹付けアスベスト対策事業

総合的な耐震対策の推進 [まちづくり局] 1,297,608 747,580 550,028

○ 公共建築物耐震化推進事業

○木造住宅耐震診断士派遣事業
○木造住宅耐震改修助成事業
◎特定建築物耐震対策事業

・ 市営住宅等耐震化事業
・ マンション耐震診断助成事業
・ マンション耐震改修助成事業

緊急構造計算書偽装問題対策事業 [まちづくり局] 259,553 621,719 △ 362,166

   公共施設を利用する市民の安全と安心のため、「耐震対策
実施計画」等に基づき、補強工事等の耐震対策を実施し、公
共建築物の耐震化を推進する。

　 特定建築物の耐震化を促進するため、耐震診断・耐震改修
等の費用の一部を助成する。

   多摩川景観形成ガイドラインを活用し、多摩川や周辺環境と調
和した魅力的なまちづくりを推進する。

　 構造計算書の偽装により、構造耐力が不足している分譲マン
ションについて、仮住居家賃等、建替工事費用及び改修工事費
用の一部を助成する。

大師河原貯留管の整備
（下水道事業会計）

　 市北部の玄関口である東名川崎ICから市内観光地等へ誘導す
るため、看板や誘導サインの調査等を実施する。

   合流改善対策、浸水対策などの機能に地震対策等の機能を付
加した多機能な大師河原貯留管の工事に着手する。
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単位：千円

20年度 19年度 増　減事　業　名　（概　要）

密集住宅市街地整備促進事業 [まちづくり局] 10,120 11,975 △ 1,855

急傾斜地崩壊対策事業 [まちづくり局] 77,323 73,740 3,583

[まちづくり局] 14,539 15,286 △ 747

公的住宅の整備 [まちづくり局] 2,199,891 3,147,830 △ 947,939

・ 公営住宅の建設等　306戸
・ 特定優良賃貸住宅の家賃助成等　2,511戸
・ 高齢者向け優良賃貸住宅の家賃助成　167戸

新たな住宅政策の推進のための検討・調査 [まちづくり局] 5,860 4,090 1,770

・ 住宅政策基礎調査事業　など

住宅市場の育成等を重視した住情報提供 [まちづくり局] 11,238 11,238 -                

・ 住情報提供事業　など

良質な住宅・マンションストックの形成 [まちづくり局] 8,800 2,660 6,140

◎ マンション共用廊下等段差解消改修工事費用助成事業

◎子育て等あんしんマンション設置費用助成事業

・ 住宅性能表示制度普及推進事業

＜市民の提案や自主的な活動が活きるまちづくりの推進＞

まちづくり対策事業 [まちづくり局] 12,987 12,749 238

・ 建築及び開発行為に関する総合調整事業　など

[まちづくり局] 7,950 4,673 3,277

・ 地区まちづくり推進事業

都市計画マスタープラン策定事業 [まちづくり局] 326 326 -                

・
・ まちづくり推進地域別構想の策定推進

　 分譲マンション管理組合が、スロープ等の段差解消工事を実
施する際に、その費用の一部を助成する。

宅地耐震化推進事業

　 宅地の耐震性の向上を図るため、大規模盛土造成地の大地震
時における崩落の危険性等について変動予測調査（２次スクリー
ニング）を行う。

　 小田２・３丁目及び幸町３丁目地区内において、戸建住宅等の
不燃化、区画道路の拡幅促進等に要する費用の一部を助成する
とともに、防災意識を高める取組みを行う。

 　急傾斜地崩壊危険区域内におけるがけ崩れの災害を防止する
ため、神奈川県が実施する防災工事の費用の一部を負担する。

全体構想及び７区の区別構想の計画的な進行管理・誘導

　 子育て世帯が安心して暮らせるマンションを供給するため、
集会室など共用部分の設置費用の一部を助成する。

地域の自主的なまちづくりへの誘導・支援

- 20 -



単位：千円

20年度 19年度 増　減事　業　名　（概　要）

快適な地域交通環境をつくる

＜身近な地域交通環境の整備＞

[建設局] 53,880 34,864 19,016

川崎駅、武蔵小杉駅、溝口駅、新百合ヶ丘駅周辺地区

バリアフリー計画策定事業 [まちづくり局] 10,000 10,000 -                

[まちづくり局] 116,662 300,925 △ 184,263

向河原駅２基・宿河原駅３基・高津駅２基
21年３月完成予定

民営ノンステップバス導入促進事業 [まちづくり局] 13,244 16,181 △ 2,937

・ 11両

[まちづくり局] 500,000 500,000 -                

○駅アクセス向上等計画調査事業 [まちづくり局] 4,850 1,000 3,850

○コミュニティ交通支援事業 [まちづくり局] 15,980 12,300 3,680

公共交通移動円滑化設備整備事業 [まちづくり局] 21,744 32,337 △ 10,593

・
60両

○

交通の不便な地域の解消・交通環境整備 [宮前区] 2,598 3,686 △ 1,088

○ [交通局] 996,933 872,867 124,066

（自動車運送事業会計）

　　重点整備地区内に点字ブロック等交通安全施設を整備する。

バリアフリー重点整備地区における
　　　　　　　　　　　交通安全施設整備の推進

　野川南台地区における、地域の主体的な運営によるコミュニティ
交通の導入に向けた取組みに対し、支援を行う。

　 民営バス事業者に対して補助を行い、バス運行情報提供シ
ステムの導入を促進する。　90両

民営鉄道駅舎エレベーター等設置事業

民営バス運行情報提供システム導入費用の補助

民営バスICカード車載機設置費用の補助

ノンステップバスの市バスへの導入

東京急行東横線元住吉１号踏切等
　　　　　　　　　　　　　関連施設改良推進事業

　 南武線の片側改札口の駅におけるアクセスの改善について、事
業手法の検討に必要な調査を実施する。

   地域の住民協議会等による地域交通の導入に向けた取組みに
対し、運行実験、試行運行及び持続可能な本格運行への支援を
行う。

   踏切等関連施設改良事業費の一部を負担する。

 　バリアフリー化を推進するためのガイドラインに基づき、新たに２
地区について基本構想を策定する。
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単位：千円

20年度 19年度 増　減事　業　名　（概　要）

＜地域の生活基盤となる道路整備＞

○安全施設維持事業 [建設局] 288,322 125,359 162,963

あんしん歩行エリアの整備 [建設局] 167,380 282,581 △ 115,201

あんしん歩行エリア内における交通安全対策の実施
観音地区、新百合ヶ丘駅周辺地区　など

◎自転車通行環境の整備 [建設局] 8,000 -                8,000

地域の生活基盤となる橋りょうの整備 [建設局] 1,115,599 1,292,772 △ 177,173

・ 江ヶ崎跨線橋架替工事
・ 橋りょうアセットマネジメント事業　など

耐震対策等橋りょう整備事業 [建設局] 1,320,200 1,246,000 74,200

橋脚等の耐震補強工事を実施する。

＜バス輸送サービスの充実＞

[交通局] 13,010 13,637 △ 627

（自動車運送事業会計）

・ 安全教育、研修の充実
・

[交通局] 31,113 24,887 6,226

（自動車運送事業会計）

・ 市バス利用案内の配布、接遇研修の充実　など
・

○ [交通局] 996,933 872,867 124,066

（自動車運送事業会計）

・ 41両（うち2両はハイブリッドノンステップバス）
ノンステップバス総車両数206両

[交通局] 45,460 -                45,460

（自動車運送事業会計）

・ ２両

○ [交通局] 25,205 21,152 4,053

（自動車運送事業会計）

・ 停留所上屋10カ所、照明付停留所標識20基　など

お客様サービスの向上

安全運行の確保

　 交通事故防止のため設置されている道路反射鏡や防護柵等を
常に良好な状態に保つため、維持補修を行う。

　 緊急的に対策が必要な危険箇所の安全対策を実施する。

事故防止対策の強化

貸切用バス車両の更新

ノンステップバスの市バスへの導入

バス停留所施設の整備

運行情報提供システム「市バスナビ」の運用
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単位：千円

20年度 19年度 増　減事　業　名　（概　要）

[交通局] 3,700 3,885 △ 185

（自動車運送事業会計）

・ 停留所ベンチ100脚

＜総合的自転車対策の推進＞

放置自転車対策事業 [建設局] 1,795,764 1,627,513 168,251

・ 自転車等駐車場の整備
上平間自転車保管所ほか駐輪場・保管所の整備

○ 川崎駅東口自転車対策の推進
・ 自転車等放置禁止区域の指定
川崎新町駅周辺　など

自転車利用環境の整備 [建設局] 54,968 53,827 1,141

・ 新たな料金体系の検討
・ 「自転車等の駐車対策に関する総合計画」の地区設定

安定した供給・循環機能を提供する

＜良質な水の安定供給＞

[水道局] 3,873,697 3,796,201 77,496

・ 循環式地下貯水槽の設置 　２基
・ 耐震化に向けた配水管路の整備
・ 事業再構築に伴う施設の整備

＜良好な下水道環境の形成＞

◎ [建設局] 1,823,990 -                1,823,990

○ [建設局] 852,193 568,764 283,429

[建設局] 6,304,133 6,169,158 134,975

[建設局] 1,466,186 3,143,956 △ 1,677,770

・ 入江崎水処理センター西系建設

   管きょ、水処理センター・ポンプ場など老朽化した下水道施設の
更新を計画的に行う。

高度処理の導入
（下水道事業会計）

   管きょ、水処理センター・ポンプ場施設の地震対策を推進する。

水処理センター･ポンプ場施設の維持・修繕事業
（下水道事業会計）
   維持管理・修繕工事を計画的かつ効果的に実施することで、安
定した機能確保を図るとともに施設の延命化を図る。

下水道施設の再整備・再構築
（下水道事業会計）

下水道施設の地震対策
（下水道事業会計）

   給水能力の見直しにより、事業規模の適正化を図るため、施
設整備を実施する。

バス停留所ベンチの設置

安定給水の確保
（水道事業会計）
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